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令和５年度（202３年度） 

北海道函館西高等学校 学校通信 

 

令和 6年（2024年） 

３月２２日（金）発行 No.12 

 

             ○通信名「群青」はスクールカラーのウルトラマリンブルーにちなんで命名しました 

 

  あの坂、この坂           校長 古御堂   徹 

 

 令和６年３月１日（金）、本校から 226 名の生徒が卒業しました。次の文章は、卒業生代

表の前生徒会長・林優花さんが述べた答辞の一部です。 

 

西高校で過ごした 3 年間はあっという間でした。ここではたくさんの友人、かけがえのない思

い出ができました。西高校で青春を送ることができて本当によかったです。（中略）夏には汗を

かきながら登った八幡坂。冬になるとイルミネーションの装飾がなされ、函館の四季を八幡坂

で感じることができました。放課後には友達と寄り道をして、日々の生活に花を咲かせていま

した。数え切れないほどの思い出をこの西高校で作れて本当に幸せでした。 

 

 式当日、林さんは立派に答辞を読み上げたほか、上記のとおり八幡坂について二度も言及

したため、もう登校で坂を登ることはないのだという思いがひしひしと伝わりました。 

 さて、これまで、私は西高を卒業した方々にお目にかかる機会が何度もありました。彼ら

彼女らに西高の思い出を尋ねると、その多くが「もう二度と、あの坂を登りたくない」などと

笑って答えてくれました。同窓生の中には、「電車通りから坂を登るか、バス通りから坂を登

るか、校門近くまで保護者に車で送ってもらうかで、疲労度や消費カロリーが違う。私は電

車通りから、あの坂を登った」などとユーモアたっぷりに説明してくれる方もいました。こ

のような卒業生の話を思い出しながら、毎朝登校する生徒たちの様子を校長室の窓から眺め

ていると、足取り重く歩く生徒もいれば、前の生徒を次々と追い抜き、駆け上がる生徒もい

ます。これらの生徒は、同窓生が教えてくれたどのタイプに当てはまるのだろうかなどと、

つい想像してしまいます。最近まで路面が凍っていたため地面を踏みしめるように歩いてい

た生徒たちも、３月中旬になると足早に坂を登っていく姿を見かけるようになりました。生

徒の足取りから、私は函館にも春がようやく到来したことを感じています。 

 そして、春を一層感じたのは、３月５日（火）に行われた高等学校入学者選抜を受検した中

３生たちが坂を登っている姿を見たときです。そこには、受検を前にして緊張しながら足早

に登る中学生の姿がありました。合格を手にした生徒が、晴れて本校の新入生となります。

４月から、西高生として、この坂を登ってくれることを楽しみにしています。 

2年次「個人探究ゼミ」代表者全体発表会 
２月２７日（火）、2 年次の「総合的な探究の時間」の「探究のまとめⅠ」で展開していたスタン

ダードゼミの代表者 15 名とアドバンスゼミの 3 名が、体育館で１人５分のプレゼンテーションを

行いました。当日は、公立はこだて未来大学の岡本特任教授、北海道教育大学函館校の山口准教授

を講師として招き、それぞれの個人探究テーマについて、スライドを投影しながら、熱弁をふるい

ました。２年次の探究は、これから３年次での取り組みで、より一層深められます。また、７月に

まちづくりセンターで開催する成果発表会に向けて、それぞれの探究にあった形で表現され、ひと

つの完成形となっていきます。 
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【３月、４月の予定】 

３月２２日（金） 修了式、離任式  （春休み ～４／７（日）） 

   ２５日（月） 臨時 PTA 四役会、PTA 監査 

４月 ８日（月） 着任式、前期始業式、入学式（PTA 入会式） 

    ９日（火） 新入生ガイダンス（１年） 

生徒会オリエンテーション（１年） 

           部活動紹介 

   １０日（水） 身体測定、個人写真撮影 

探究・進路ガイダンス（３年） 

   １１日（木） HR役員選出（１・２・３年） 

到達度テスト（１～３年） 

           高体連総会、第１回 PTA四役会 

   １２日（金） 特設ＬＨＲ（１～３年） 

体育科オリエンテーション（１年） 

           面談週間（～２2日 ５短） 

 

     

１６日（火） 進路ガイダンス（１年）、適性診断自己理解（２年） 

１７日（水） 胸部Ｘ線・心電図検査（1年） 

第１回実務公務員模試（３年） 

１９日（金） 交通安全講話 

２３日（火） 進路ガイダンス（２年）、適性診断学校研究（１年） 

        内科検診① 

２４日（水） ＰＴＡ・体文総会、第２回ＰＴＡ四役会、尿検査①  

２５日（木） 探究全体講演会、第１回大原公務員模試（３公） 

２６日（金） 内科検診②、 

日本学生支援機構奨学金説明会（３年） 

２８日（日） 空手道春季大会当番校 

３０日(火) 生徒総会  

 

２年次生と先生方の他にも、函館大学、はこだ

て未来大学の講師の方も来校してくださり、と

ても緊張感のある雰囲気でした。大勢の方々の

前での発表は不安もありましたが、落ち着いた

自分らしい発表が出来たので良かったと思いま

す。６月の完成に向けて、これからも探究を進

めていきたいです！ 

 

まず初めに、地域を救いたい熱意があって行

動に移せばそれを救うことができると気づ

きました。なぜかというと、僕らが出したア

イデアがきっかけになって地域経済を動か

すことができる可能性があるからです。これ

ってすごいことだと思いませんか！？地域

に貢献できるようになるため、僕はこれから

も探究し続けます。さらに、これからの活動

では、地域に隠れている新たな可能性を見つ

け出し、実証できるよう努めて参ります。 



このたび函館西高校を退職・転出される教職員を紹介します 

  ・寺 根 研 一 事務長        ご退職 

・岡 田 敏 嗣 先生 （教諭）    ご退職 

  ・滝 沢 輝 久 先生 （教諭）    函館商業高校へ転出 

  ・細 木 みゆき 先生 （教諭）    函館商業高校（定時制）へ転出 

  ・對 島 珠 望 先生 （教諭）    函館中部高校へ転出  

   

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「退職にあたって」                寺根 研一 事務長 

 

今月末で退職しますが、函館西高等学校には生徒時代 3 年、事務職員として約３年、現在３年と９年近く

お世話になりました。また、最後の職場が母校ということでこんなうれしいことはありません。職種柄みな

さんと接する機会はあまりありませんでしたが、廊下であったときは元気にあいさつしていただき、大変あ

りがとうございました。みなさまの進路が実現しますよう、心から祈っています。３年間ありがとうござい

ました。 

 

「退職にあたり」                 岡田 敏嗣 先生 

 

最後に皆様にご挨拶をできる機会をいただきありがとうございます。北海道函館西高校には５年間お世話

になりました。競技かるた部の生徒を筆頭に打ち解けてみると無邪気で素直な生徒たちに囲まれ、探究の時

間の運営ではこちらの準備不足にもかかわらず、各先生が工夫され、生徒を開かれた地域に導き、思考力、

課題発見力、自己発見・自己発信力の向上に貢献していただきました。これだけの取り組みに発展できたの

は先生方のお力と生徒の寛容性、西部地区の地域性だと確信しております。最後になりますが、これからも

函館西高校が、地域や生徒たちにとって魅力的な場所にさらに育っていくことを心より祈念しております。 

 

「18 年間を振り返って」            滝沢 輝久 先生 

 

100 周年･110 周年。グラウンドの改修。今の駐輪場にあった武道場の移築。学年 5 クラス→４→

3、その後統合で単位制 6 クラス。校訓・校章・校歌、制服も替わりました。この大きく様変わりし

ていく西高校で、気がつけば教員生活の半分以上 18 年という年月を過ごしてきたことに感慨深いも

のを感じます。 

 部活動においても、専門のバレーボールに関わることができ、部員の熱意に加え、保護者の皆様

の全面的なバックアップも有り、数え切れないほどの感動を共有することもできました。 

 残りわずかな教員生活ではありますが、新任地におきましても、高校 3 年間というとても貴重な

瞬間に寄り添い、立ち会う責任を忘れることなく、教員として更に充実した時間を過ごしていきた

いと思います。今まで本当にありがとうございました。西高生のこれからの益々の飛躍を期待しま

す。 

 

 

「９年間の思い出」               細木 みゆき 先生 

９年間お世話になりました。この９年間、新旧二つの函館西高校で仕事をさせていただいたことは、たい

へん貴重なことです。どちらの西高校においても、生徒のみなさんは朗らかで思いやりあふれ、保護者のみ

なさまもいつも温かく見守ってくださいました。西高校を離れるにあたり、これまで関わってくださったみ

なさまのお顔が、今思い浮かんできます。 

坂の上から見る風景は誰もが心奪われる美しい景色です。しかし、そこには函館西高校があり、そこで高

校生活を送るみなさんの日常の物語があるからこそ、より一層輝く景色として私の心に刻まれたのだと思い

ます。それぞれの時間を大切に、この風景に彩りを添える西高生であってください。応援しています。 

 

「６年間を過ごして」              對島 珠望 先生 

 

人懐こく無邪気な顔を見せたかと思えば、真剣な眼差しで勉強や部活動に励む皆さん。函館西高校ではた

くさんの素敵な生徒と出会い、多くのことを学ばせていただきました。そして皆さんの姿を見るたびに元気

をもらっていました。私の仕事は皆さんが自立するために、身近な大人として後押ししていくことだと（勝

手に）思い、過ごしてきました。しかし、皆さんと接することで私自身が成長させてもらっていたことを改

めて感じています。４月からは皆さんからもらった元気と学びを糧に、新天地で次のステップへと進むため

頑張ります。皆さんも残りの高校生活を大切に健康に過ごしてください。本当に充実した６年間でした。保

護者の皆様にも大変お世話になりました。ありがとうございました。 

 

１年間の振り返り 


